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P2・22・3　骨粗鬆症 にお け るデ ノ ス マ ブ の 有用性 の 検討
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【目的】骨粗鬆症 の 新 た な治療薬として 2013年 6 月に ヒ ト型抗 RANKL モ ノ クロ
ー

ナル 抗体製材 で あるデ ノス マ ブ （DSM ）が

発売された．当院で 6か 月以．lt　DSM を使用 した症 例の 骨代謝マ ーカ 「 骨密度，　 lfl［清 Ca 値の 変動に つ き検討 した，【方法】対

象 は 当科 で 2013年 6 月
一・・2015年 3 月まで に DSM を開始 した 21名の 骨粗鬆患 者で ，　TRACP −5b，　 intact　PINP ，　Ca 値，骨密

度の 変動 を評価 した．全 例 に ビ タ ミ ン D 製 剤 を併 用 した．【成績】患者 の 年齢 は 69．8 ± ll．7歳，　 DSM に 変更直前使用薬剤 は

PTH 製剤 6 例，ビス ホ ス ホ ネート 10例，　 SERMI 例，エ ル デ カ ル シ トール 2例，2例 は 他剤使用歴 が なか っ た．治療前 の

TRACP −5b は 462．0 ± 253．lmU ／dl，投与 3か 月後 105．3± 45．8mU ／dl，変化率
一73，7 ± 12、4％，そ の 後緩徐に 上 昇 し，1年後 251．5

± 354．9mU ／dl，ベ ー
ス ラ イ ン か らの 変 化 率 は一52．9± 35．9％ （p＜O．Ol）．投与前 の PINP は 56．9 ± 38．8μg／L，3か 月後 は 13．5 ± 6．7

μg／L，変化率
一68．1± 23．8％，1年後は 14．2 士 8．9μg／L，ベ ー

ス ラ イ ン か らの 変化率は一66．2± 32．5％（p〈 0．Ol）．投与前の Ca 値 は

9．3± O．4mg／dl，投与 1週 後 は 9．0± O．5mgfdl，1年後 は 9．2 ± 0．4mg ／dl．DXA 法 に よ る 第 2〜第 4 腰椎 BMD は 投与前 0．676±

0．078g／cm2 ，投与 1年後 0．712± O．079gfcm2，変化率 5．5± 5．3％（p 〈0，01），大 腿 骨頸部 BMD は投与前 O．478± O． 62gfcm2，1 年後

O．493 ± O，057g／cm2 ，変化率 3．4 ± 3．6％ （p く0．Ol）．大腿骨近位部 BMD は投与前 0．598± O．065gfcmL’，1年後 O．620± 0．063g／cm2 ，
変化率 3．9 ±4．5％ （p ＜0．01）で あ っ た．【結論】DSM 投与に よ り骨吸収 マ

ー
カ
ー

は 3か月後 に急激 に低下する が，そ の 後上 昇 し

ベ ー
ス ラ イ ンか ら 50％ 前後 の 減少 に とど ま っ た．骨 密度 は 3か 所 で 測 定 し，どれ も優 位 に上 昇 した．問題となる副作用 は生

じなか っ た．

P2−22−4　閉経女性 におけ る血清テ ス トス テ ロ ン値 は骨密度 に影響 を及ぼ すか
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【目的】閉経後骨粗鬆症 は，女 性 の 閉経 に伴う血 中 エ ス トロ ゲ ン 低 下 の 結果生 じる と され て い る，しか し閉経期 に お い て エ ス

トロ ゲ ン の 急激な濃度低下 す る
一
方 で 血 清 テ ス トス テ ロ ン 濃度は壮年期 以 降徐 々 に低下 す る こ とが 知 られ て い る。テ ス トス

テ ロ ン は骨芽細胞 に よ る骨形成を促進 し，また破骨細胞 に も直接作用 して 骨吸 収 を抑制 し骨量 増加 の 働 きが あ る こ とが知 ら

れ て い る ，しか し閉経後女性 に お ける テ ス トス テ ロ ン と骨 密 度 の 関係 に 関 して は 未だ 明確な もの は ない ．そ こ で 今 回我々 は閉

経 女性 に お け る 血清 テ ス トス テ ロ ン 値 と骨密度 に 関連 が あ る か 否 か に つ い て 検討した，【方法】倫理委員会承認 の 下イ ン

フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得た閉経後患者 （22例）を対象とし，腰椎 ・大腿骨の 骨密度 （BMD ）A 群 ：YAM ≧ 80　B 群 ：YAM

〈 80 に 分けそ れ ぞ れ年齢，BMI ，経産，血 中 LH ．　 FSH ，エ ス トラ ジオ
ー

ル （E2）お よ び テス トス テ ロ ン （TST ）値 を比較検

討 し た．【成績】年齢 〔A 群 ： 66．7 ± ＆8歳 B 群 ：62．8± 9．4 歳 N ．S．），　 BMI （A 群 ：2L2± 2．6　 B 群 ；23，9± 4．8　N．S．），経 産

（A 群 ：1．8圭 1．1 人 B 群 ：2．5± 12人 N．S．〉，LH （A 群 ： 243 　±　7．2　mlU ／ml 　 B 群 ： 33± 12．8　mlU ／ml 　N ．S．〉，FSH （A 群 ：47．9
± ll、9　mlU ／ml 　 B 群 ：739 ± 30．3　mlUfml 　P＜O．05），　 TST （A 群 ：O．15± O．09　ng ／ml 　 B 群 ： 0．06± 0．04　ng ／ml 　P ＜ O．05）骨量

減少群に お い て 血 清 テ ス トス テ ロ ン 値が 有意 に 低か っ た．【結 論】閉 経後 患 者に お け る血 清 テ ス トス テ ロ ン 値 は骨密度に 関 し

て の 独立因子 の 可能性があり， 閉経後患者 の 骨密度維持 にお い て テ ス トス テ ロ ン は重 要 な 因子の
一

つ と 考え られ る．

P2−22−5　 日向夏み か ん水性抽出物添加ジュ
ース の 血中骨代謝パ ラ メ
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タ
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に 対する効果
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【目的】これ まで，我々 は，日向夏み か ん に骨代謝 に影響する 物質が含まれ て い る こ と を報告 して きた，今回我 々 は，搾汁残

渣 を水抽 出 した エ キ ス を作 成 し，エ キ ス 添 加 ジ ュ
ース の 服用 に よ り骨代謝マ ーカ ーに 変化が み られ る か検討 した の で報告す

る．【方法】閉経後の 女性ボ ラ ン テ ィ ァ 30名 を，3群 に わ け た．エ キ ス 投与群 は水性抽出エ キ ス を添加 した 125ml の ジ ュ
ー

ス

を 1 日 1 本，3 か 月間服用 し た ，ジ ュ
ー

ス 投与群 は 125ml の 100％ ジ ュ
ース を 1 日 1 本，3か 月 間 服用 し た．ジ ュ

ー
ス を服用

し ない もの を対 照群 と した．投与 開始前，1 か 月後，3か 月後 に 採血 を行い ，各種パ ラ メ
ーターを測 定 した．各群 は，3か 月の

投与後，1 か 月 間 wash 　out 期 間 を設 け 別 の 群 に移 行 す る，ク ロ ス オーバ ー試験を行 っ た．従 っ て，ボ ラ ン テ ィ ア は，すべ て の

群を経験す る こ とに なる．こ の 研究は 倫理委員会 の 承認 を受けて，ボ ラ ン テ ィ ア 全員か ら，文書で イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン ト

を取っ た 後 に施行 した．血 中パ ラメーターと して ，低 カ ル ボ キ シ ル 化 オ ス テ オ カ ル シ ン （ucOC ），イ ン タ ク ト副 甲状 腺 ホ ル モ

ン （i−PTH ），イ ン タ ク ト 1型 プ ロ コ ラ
ーゲ ン （PINP ），骨 型 ア ル カ リフ t ス フ ァ ターゼ （BAP ），骨型酒石酸抵抗性酸性 フ ォ

ス フ ァ ターゼ （TRACP5b ），1型 コ ラーゲ ン 架橋 N テ ロ ペ プ チ ド （NTX ）を測 定 した．【成績 】ucOC は，エ キ ス 添加群 で，投

与 開始 時 に比 較 して 3 か 月 目に 有意 に 低下 した．しか し，それ以外の パ ラ メ
ーターに は有意 な変化 が 見られなかっ た．【結論】

日向夏 み か ん の 水性抽出エ キ ス を添加 した ジ ュ
ー

ス の 服 用 に よ り，ucOC が 抑制 さ れ る こ とが わ か っ た，
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